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デザインとは？ 
 



デザインの定義（１） 
 
Industrial design is the professional service of creating and 
developing concepts and specifications that optimize the 
appearance, function and value of products and systems 
for the mutual benefit of both user and manufacturer. 
 
デザインとは使用者と作り手双方の利益のための 
プロフェッショナルサービス 
( Industrial Designers Society of America ) 

1934                                            1936　　                        　   1940　　　        1951                      1955                          1950s 

RAYMOND LOEWY 	



デザインの定義（２） 
 
Industrial design is a process which embraces both the 
establishment and definition of a problem, and the manner 
of its solution.  
 

デザインとは問題の発見とその解決の双方を含むプロセス 
 

( The association of Quebec Industrial Designers ) 

The same radio decorated  
With colored felt cutouts  
and seashells by a user in 
Indonesia. UNESCO 

9 cents radio receiver  
designed for the Third 
World. 

Victor Papanek 
 (1923 ‒ 1998)  

Design for 
 the Real World : 

 Human Ecology and 
 Social Change 



ユニバーサル・デザイン 



Ｔ君のための意思伝達装置のデザイン 
 

三橋 1973 
 
 

the fundamental  human  DIGNITY 
 

人間の基本的尊厳 



空飛ぶザブトン 
四肢に不自由があるユーザーのための室内用移動機器のデザイン 

パラリンピックに向けて 



全盲学生のための食器デザイン 



屋外携帯用意思伝達装置（提案）　  　　　　自力唾液吸引装置（提案） 
 

ALS（筋委縮性側索硬化症） 
T氏のための福祉機器デザイン  



高齢者と子どもを繋ぐ遊具デザイン 

「玉落としゲーム」　「デコレーションゲーム」 「顔はめキャンパス」 



　　ベッド柵をはずす　　　　　　　　　　　車椅子へ移乗　　　　　　　　　　　　エプロンを付ける 

　　　　座り直す　　　　　　　　　　　　　食事介護　　　　　　　　　　　　　　　食事介護 

　　　　ベッドへ移乗　　　　　　　　　　　　おむつ交換　　　　　　　　　　　　　体位変換 
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■ 4 エプロン 着脱しやすいエプロンの必要性

■ 6 車椅子 車いすですばやく体を安定させるべき

■ 5 食事 食事環境が悪い、美しく、姿勢・向き

■ 5 口腔ケア 食後の口腔ケアの必要性

■ 8 食後 食後すぐに寝かせるのはよくない

■ 6 ベッド柵 取り外しの便利なベッド柵が必要

■ 5 ベッド ベッドまわりが雑然としている

■ 6 オムツ 体位変換が多くて本人がつらそう

■ 4 オムツ おむつ交換時は陰洗もするべき

■ 5 オムツ 中腰での作業が長い（ベッドが低い）

■ 4 介護技術 ベッドの高さ調節の必要性

■ 6 空間 部屋が狭い

■ 11 会話 声かけが少ない

■ 4 環境 利用者の意識を高める工夫が必要（食事、雰囲気）

■ 4 会話 家族とのコミュニケーション

■ ■ ■ 6 不安感 介護されることへの不安感除去（移乗時の手掛け）

■ 10 自助 右手の残存能力を活用できるような介護

専門家によるビデオ解析・評価 

評価は、在宅介護支援センター相談員1名、訪問介護提供事業者1名、介護老人福祉施設相談員1名、社会福祉協議会職員1名、ホームヘル
パー2名、生活保護ケースワーカー2名、老人ホームパート1名、地方公務員3名、市役所職員1名、記者1名の計14名で行った（1999年） 



在宅高齢者介護問題の解決に必要な設計指針 
 
１）適正介護姿勢誘導性デザイン（Design toward a proper posture） 
 

介護者が無意識のうちにも適正な介護操作・介護姿勢がとれて、介護者の身体的負荷を軽減することの
できる介護用具デザインのあり方 
 

２）自助能力誘導性デザイン（Design toward self-help possibility） 
 

介護用具を使用する際に無意識のうちにも要介護者の身体的・精神的能力を高め、自立に向かわせるこ
とのできる介護用具、自助具デザインのあり方 
 

３）要介護者の介護参加性デザイン（Design toward patient active participation） 
要介護者が介護サービスの一方的な受け手となるのではなく、介護行動に参加できるための介護用具デ
ザインのあり方 
 

４）一連介護合理性デザイン（Design toward rationality of the whole process） 
 
個々の介護用具と介護動作の関係をみるのではなく、一連の介護用具・介護動作の総体に焦点を当てて
介護労働の軽減を目指す合理的な介護用具システムデザインのあり方 
 
 

５）介護用具が浮いているデザイン問題（Design toward place-appropriate healthcare equipment） 
 

在宅介護空間において、「畳にピアノ」のように、生活感覚、生活スケール、生活様式、嗜好性などに
介護用具が馴染まない、「浮いている」問題を解決する感性的介護用具デザインのあり方 
 
 

６）「癒し・心の安寧」デザイン（Design toward healing of mind） 
 

要介護者を取り巻く道具環境において、道具の使用やその環境に身を置くことで精神的な癒しや心の安
寧を得ることのできる介護用具デザインのあり方 



福祉機器開発事例 
適正介護姿勢誘導性＋要介護者の介護参加性＋自助能力誘導性　デザイン 

取っ手付ヘルパーベスト 
 
ヘルパーが取っ手付ベストを着用することで、移乗介
護や寝返り介護時に、要介護者の介護への参加を促す
とともに、本人の自助能力の向上にもつながる。 



上下動支援型・歩行器デザイン 



上下動支援型・歩行器デザイン 



ありさ12才 
 

精神発達遅延児のADL、および 
親子間コミュニケーションの自立支援に向けた 

自助具･自助環境デザインの開発 
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　「お母さん」と呼ぶ・トイレを教える・自分一人で食べるために 



グローバルな視座 
 

環境問題 
 

開発問題 



水不足の危機 
 
From Stockholm 
Environment Institute , 
Comprehensive 
Assessment of the 
Fresh-water Resources 
of the World,1997 

2010 

 But !! 
Water 

2010 

1960 

1960 

先進国	
途上国	

World Water  
Forum in Kyoto  

2003 



Gender 
What is a Human Development ? 

Mali in Africa 2005 

臼で粟を搗く 

少女の薪割り 

搗いた粟粉 

自動粉挽き機 



Authenticity ? 

World Heritage Mosque in Mali Djenné  

Mosque of concrete in Mali Mopti 
 Is it Appropriate Technology?  

Authen
ticity ? 

Mali in Africa 2005 



内発的発展 
 

人･自然･生活文化 



地域が主人公？ 

例えば新幹線とドッキングした
スキー場の開発・ＪＲ

例えば新幹線とドッキングした例えば新幹線とドッキングした
スキー場の開発・ＪＲスキー場の開発・ＪＲ

日本バブル時代：1980年代後半～1990年代初頭 



 内発的地域づくり・地域の光をデザインする 
　　　　　　　　　　　　　　　　　1998～ 

地域が 
主人公 

人的資源 

景観的 
資源 

生活文化 
的資源 

産業的 
資源 

自然的 
資源 



柳田国男：地域理解の３視点 
 
  
１）目の採集： 
　　石臼の外観をスケッチし、大きさ、 
　　構造などを調べる。 
 
２）耳と目との採集： 
　　石臼づくりの技術、使い方などを調べる。 
 
３）心の採集： 
　　地元の方の話から、度重なる飢饉にお 
　　いて、屑米を石臼で挽き村人を救った、 
　　村人の石臼への感謝の「想い」を汲み 
　　取ることができた。 
 
 

青森県稲垣村でおこなった「石臼（しうす）」の生活文化調査（1995）の事例 



野に出て生活を学ぶ 
 

環境共生教育の実践 ・2008～ 
 

日常の生活文化に「地域の光･価値」が存在する　 

1998～　宮津市・自然共生・生活文化調査   



環境共生教育の実践 ・2008～　 



自然の楽しみを発見する(山・川・田・浜) 

    由良岳登山　　　　　             由良岳の一杯水　　            　　由良岳山頂にて　　 

   湧き水と深田　　　　             ゼンマイ飛行機　　          　　      カニ捕まえた 



灯籠　　　　　　　                お地蔵さん　　　　　　              天井の梁　　 

注連縄　　　　　　　                漆塗り椀　　　　　　         　　    鬼瓦 

　生活文化の美しさを知る(お宝発見調査) 
地元が気づかない魅力
再発見 



    クツゴミ　　　　　   　     100歳の具満さん　　          　              ソロバン　　 

　   足踏み杵　　　　　　 　     田の草取り機　　　                　   浜大根を手に 

生活文化の技を知る(暮らしと農具調査) 

山椒大夫のぞ

きからくり唄 

最後の伝承者 

由良石の 
運搬具 



エコパークの道づくり、小学生と田舟遊び 

2008年8月 

環境共生教育演習 

丹後由良駅
裏の開発 

１Haの
放棄田 

じゅる
田で使
われた
田舟 



宮津高校生とエコパーク・ウッドデッキづくり 
環境共生教育演習 

杉材の
皮剥ぎ
作業 

運搬 

駅裏の
じゅる田
に設置 

2008年9月 



水資源調査 
 

宮津市奥波見集落 

洗濯岩で 
洗濯しながら
井戸端会議 

かつては２
畳もあった 
共同水場 

村人も行
かない 
山奥の滝 

最期にあの
水が飲みた

い 
末期の水 

村に水車
が２つ
あった 



暮らしの中の動物調査（宮津市奥波見） 
 
 



自然とつながる子どもたちの遊び 

子どもの遊び調査（宮津市養老地区） 



毎年９月に渋柿をもいで柿
渋をつくり 
農具としての「ザル」に柿
渋で和紙を貼り 
40年間も使い続けている 

柿渋ザル（2011年11月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

使用価値の世界を学ぶ（宮津市養老地区） 
40年前
に貼った

柿渋和紙
 



柿渋染め技術を生かした和紙容器のデザイン 

デザイン提案 



Subsistence(自立自存) 
 
 

もったいない 
 

自然共生･共生循環 
 

自分の力で生きる 

 



 地中茎：酢の物　　       　皮：きんぴら 

若芽：天ぷら　　　　      茎：煮付け  

生物が生きているというのは、丸ごと全体で様々なバランスが取れているということであり 
そのバランスのまま人体に摂取することが人体内のバランスを取るのにも望ましいという考え方  

ウド　　　 

ウドの一物全体活用 



福島県三島町の会津桐にみる一物全体活用 

桐の一物全体活用 



孟宗竹
・刺竹

 

麻竹・
桂竹・

緑竹 

台湾・南投県竹山鎮における竹具調査 

台湾・竹の一物全体活用 

一年中筍食
べられる 



宮津市養老・奥波見集落（桶職人YT氏手作り） 

方杖 

 砥石台（2011年11月）　　　　　　　　　　　 

雪の重みで曲がった
根曲り材を、田んぼ
脇の農具小屋の屋根
の支え「方杖（ほお
づえ）」として生か
している 
 
 
 
 
 
木の幹と枝の部位で
ある自然の造形の一
部を「道具（砥石
台）」として見立て、
生かしている 

今も
現役 

　　   梯子掛け用フック 
 
 
背板・ショイコ　 

イツキの枝 
の物掛け棒 
と杖 

ブリコラージュ 自然の造形を道具
に見立てて使う 



ブリコラージュを生かした根曲がり材のベンチづくり 

背中がぴ
っ

たり！ 

ブリコラージュ演習 

宮津市 
地球デザインスクール 



2008年12月 

竹箸・竹皿・竹コップづくり・竹筒炊飯 

竹筒炊飯 

孟宗竹で 食器づくり 

ブリコラージュ演習 



１）米のとぎ汁のしまつ 
　   ・米のとぎ汁で筍の灰汁抜きをする 
　　　 
２）水のしまつ　　　　　　　　 
　・上バケツと下バケツの水を使い分ける 
 
３）食材のしまつ　　 
　・使ったお茶の葉で佃煮をつくる 
　　 
４）着物・布のしまつ　　 
　・着物で布団や座布団を作る 
 
５）布団のしまつ 
　・布団を打ち直す　 
 
 
 
     　 

６）道具のしまつ　　　 
　・鍋は鋳掛け屋で直してもらう 
 
７）家具のしまつ 
　  ・障子をはりかえる　 
 　 

８）紙のしまつ　 
　・和菓子をのせた懐紙をもう一度使う 
 
９）糸・ひものしまつ 
　・残った糸くずで雑巾を縫う 
 
 
 
 
10）その他のしまつ 
　・髪の毛を残しておいて針山の中身にする 

 京のしまつ 

悉皆屋 

記憶の中の「京の暮らし」調査研究2000-2001　府内の高齢者115人、中学生の親211人から114項目聞き取り　 



ジャッキ　 
カマセ 
　 
　　　 
〆蓋　 
エンザブタ 
 
イワシ 
〆桶 
〆台　 

イワシを大なべに入れて「くど」と呼ばれるかまどで煮る。煮上がったらスクイデですくい、シメ桶
に移す。シメ桶には脇に隙間が開けられている。蓋をしてジャッキで締めていくと、桶の隙間からシ
メ汁がでてくる。シメ汁は床下でイワシ油（石けん原料）とシメ汁（桑の肥料）に分離される。一方、
搾った後のシメカスはカケヤで崩し、天日で干して俵に詰められ、肥料会社に舟で運ばれる。　　　 

鰯のしまつ・シメカス工場 

宮津市養老地区　　　 



１）冬期、寒い塩尻颪(しおじりおろし)が吹く晩に、大豆で凍み豆腐(しみどうふ)をつくる。 
２）豆腐の絞りかすは豚の主要飼料となり、豚の排泄物は養蚕用のクワの肥料や夏期蔬菜の 肥料となる。 
３）一方、豚は、肉・皮以外に骨は骨粉(肥料)や油脂として利用される。  
４）蚕はクワを食べて繭をつくる。その繭は製糸工場で生糸に紡がれる。  
５）繭を売った収入は、冬期の凍み豆腐づくりに向けて、大豆購入の資金となる。 

　かくして、 塩尻峠横川部落の「気候風土」と「凍み豆腐づくり」「養豚」「養蚕」は、互いに有機的に
関わながら、共生循環の輪を成り立たせてきた。　　　（三澤勝衛、風土産業、古今書院、1952、より） 

しまつ・共生循環・風土産業 



しまつ・台湾客家・大鍋食文化 

 

火の加減に合わせて、炊飯、おもゆ、粥、野菜炒め、スープ、蒸し物、粽、粄、 
豚の餌、洗滌用の湯沸かしなど、1つの大鍋で、火を無駄にせず、多様な調理を行う 



    
  
  

自然と共生しながらサブシステンス(自立自存)な生き方をする宮津市・山田昭氏の暮らし 

自立自存・Subsistenceな生き方 



 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほとんどの食材は購入しないで自分でつくる 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
　　物々交換やおたがいさま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手長エビ漁は食べきれる 
　　の気持ちで地域共生する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量だけおこなう 
 
　　　　　　 
 
 
　　　手長エビは高級食でも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手長エビ漁の仕掛けは 
　　　　　　市場に出さない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20基以内とする 
　　　　　　　　 
 
 
　 
　　　　　筍・ミョウガなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タラの芽は同じところから 
　　　　塩漬けして保存する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３度摘まない 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  浜でホカス雑魚小魚をもらい調理する 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮津市由良地区・山田昭氏の暮らしより）　　　　　　　　　　　　　　　　 

自給自足 
self-sufficiency 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

もったいない 
Don‘t Waste 

自立自存	 
Subsistence	 

 	 

必要十分 
sufficient 
  
   
  

共同体規範 
 

community rule 
  
   
  

自己規範 
self standard 

互酬性 
Reciprocity 

 
  
  

非市場経済 
Non-market 
Economics 

  
  
  

備え・保存 
preparation 

  
  
  

自然と共生しながら　サブシステンス(自立自存)な生き方をするとは 

自分の力で
生きる 

自立自存・Subsistenceな生き方 



　 
東日本大震災（2011・3・11） 

 

▼ 
 

従来の日本人の生活スタイルや価値基準の見直し 
 

▼ 
 

本来的な暮らしのあり方 
 

サブシステンスな（自分の力で生きる） 
 

人間の生き方の探求 

岩手県大船渡市、2011・10・三橋撮影 



梁塵秘抄�
�

平安時代末期、貴族社会で流行した今様歌謡�

編者・後白河法皇　1180年頃�
�
�

アソビを生業とする遊女が、まるで遊ぶために生まれてきたみたいに�

無心に遊ぶ童子らの声を聞いて�
人間は苦しい道のりを歩まなくてはならない存在であるけれど�

だからこそ、遊び戯れる子供の声の可憐さ・いとおしさに�
自分の身体も心も動かされる�

Homo Ludens �

ホモ・ルーデンス�
�

Johan Huizinga�
オランダの歴史家�

�

遊戯人�
�

遊びをせんとや生れけむ�

戯れせんとや生れけむ�

遊ぶ子供の声聞けば�

我が身さへこそゆるがるれ�

Homo Sapiens 
Homo Loquens 
Homo Faber 
Homo Demens	



「Social Design・社会をデザインする」姿勢を保ちつつ

今後、「曲がり角」の向こうに 

新たな地平を見つけていこうと思います。 

 

 

 

 

 

ご静聴、ありがとうございました。 


